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1．1　語学将校　江本茂夫中佐

　私は中佐と一面識し

かない．その日は，T

教授の出版記念会兼病

気全快祝が行われてい

た．如何にも軍人らし

い恰幅の中佐は，丸刈

頭に軍帽の跡を見せな

がら，　「T先生，バン

ザーイ！」と叫んでい

た．戦後の話である．

背広姿の彼を「元中佐」

と呼ぶのが正しいかも知れないが，今回は「中佐」と呼

んでおこう．

　江本中佐は，若き中尉の頃，陸軍の派遣学生として，

東京外国語学校（今の東京外国語大学）に学んだ．外国

語学校での研修を終るや，今度は香港に出張を命ぜられ

た．「英語並二仏語ノ習得二任ズベシ」というのがその

時の命令であったと聞く．生半可な勉強では，この命令

に応えることはできない．中佐は一心不乱に勉強した．

　一旦帰国した彼は，更に天津勤務等を経て，一時期，

大阪の中外商業学校に軍事教官（当時は「配属将校」と

呼ばれた）として勤務した．軍事教官の任務は，当然の

ことながら，生徒に軍隊式の訓練を施すことである．中

佐は，この本務に，まことに忠実であった．彼の訓練は

秋霜烈日，毫も仮借するところがなかった．当時，この

学校は，生徒が乱暴であることを以て有名であった．今

日流にいうならば，暴力教室乃至は暴力学校であろう．

万一の場合に備えて，中佐は毎日下着を改めて出勤した

という．

　この軍事教官，放課後は英語の先生に早変りした．

「商業を学ぶ者が英語を知らなくてどうする加」既に，

英仏語に堪能な中佐は，よき語学教師であった．生徒は

軍事教官が英語を教えてくれることに驚いた．しかも，

これまた寸毫も仮借なきドリルの連続であった．この学

校の卒業生にして経済界に活躍し，英語を教えてくれた

中佐を徳とする人々のことも伝えられた．

　中佐が本務の軍事教練に甚だ熱心であった証拠に，中

外商業は，後年その方面で，全国の模範校になった．

　陸軍は，中佐を陸軍士官学校教官に任じ，将校生徒達

に，英仏語を教えさせることにした．昭和初期のことで

ある．いよいよ語学教育に専念する時が来た．江本教官

は，軍人の卵に英仏語を特にそれを話すことを教えた．

この時期に，前述のT教授と知り合って意気投合し，共

に英語教育に尽力するに至る．T教授も，江本中佐と同

様英語教育上，その運用能力を重視した．T教授は筆

者の恩師である．

英語第1研
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河野　　通

　しかし陸軍は，この語学将校をやがて予備役に編入し

た（任陸軍中佐）．江本教授は，時に平服で，時に肩に

階級章のっいた軍服にサーベルを吊って，横浜専門学校

（今の神奈川大学）に通勤した．ある時台風がこの地方

を襲った．川が溢れた．ふんどし姿に，軍服を丸めてそ

れにサーベルを通して肩に担いだ異様な姿の軍人は，横

専の学生を見かけるや，英語で叱咤激励した．軍人の英

語は弾丸の飛雨する中でもよく通らなければならぬ．中

佐はそれを実践した．学生は勇気を振って登校した．風

雨の町を行く人びとは驚いた．

　大戦が起った．中佐は軍人に戻った．最初の任務は品

川停車場司令官であった．品川駅から多くの兵士達が戦

地に向って出発した．しかし，停車場司令官の仕事は，

いわば閑職であった．中佐は，部下の幹部候補生出身の

少中尉に，下士官兵の英語教育を命じた．テストだけは

司令官自らが行った．下士官兵の成績は時として甚だ芳

しくなかった．「君達の教え方がわるい．罰を与える．」

しかし若い将校たちは喜んだ．罰は都内出張であり，出

張先は日本劇場であり，任務はアメリカ映画を見ること

であった．そのアメリカ映画も，ジェームズ・スチュアー

ト主演「スミス都へ行く」を最後にはいって来なくなっ

た．野球の「ストライク！」は「よし1本！」と改あら

れた．アメリカは日本の敵であった．戦いは激化した．

　陸軍は，中佐を函館の俘虜収容所長にした．勿論中佐

の語学力（英仏にドイッ語が加わっていた）に期待して

のことである．中佐は「捕虜の取扱いに関する条約」に

基いて，捕虜を極めて公正に取り扱った．捕虜は所長の

取扱いに満足し，感謝した．しかし陸軍省は，中佐に満

足しなかった．江本は捕虜を優遇し過ぎる，敵のスパイ

ではあるまいかなどと言う者も現われ，ついに中佐は，

奥地の炭鉱労務者の監督に左遷された．その仕事には，

軍人の資格も語学力も国際公法の知識も，全く不要であっ

た．

　戦争は日本の敗北に終わった．中佐の元の任地函館俘

虜収容所の空気は険悪であった．昨日までの捕虜も，今

日は戦勝国の軍人である．誰もが及び腰であった．時間

が経過した．陸軍省は奥地の労務監督に，再び函館行き

を命じた．

　函館には，僅かながら雪が降っていた．捕虜将校は騒

ぐ兵士達をなだめて，元所長の到着を待った．「エモト

が来る．Commanderが帰って来る．話はそれからだ」

．収容所の正面に3時間も立ちっくして中佐を待っ米軍

少尉の略帽に雪が積った．Commander（Comman－

dant）Emotoは帰って来た．そうして捕虜達の前に立っ

た．早口の英語（machine－gun　Englishといわれた）

は捕虜達にとってなっかしいものであった．中佐は開戦

前の世界情勢から説き起した．戦争の責任は日本にもあ

り，アメリカにもある．中佐は毅然としていた．中佐は

捕虜にしばしの自重を求めた．中佐は捕虜の群に割って

はいった．身に寸鉄を帯びなかった．捕虜達は手を差し

延べた．中佐はその手を握って廻った．収容所は平静に

戻った．

　その中佐を，占領軍は軍事法廷に引き出した．捕虜虐

待容疑であった．中佐は法廷に立った．機関銃英語は火

を噴いた．裁判長は，　「あなたの英語は大変結構だが，

もう少々ゆっくり願いたい」と言った．中佐は，容疑の

一々について的確に説明した．結果は無罪放免であった．

既にその時，占領軍司令官マッカーサー元帥の手許には

中佐の釈放を乞う手紙が届いていた．もとの捕虜達から

のものであった．その数2，000通に及んだという．

　かくて中佐は，巣鴨拘置所の生活を味った．ある日，

米軍の憲兵司令官（Provost　Marshal）が視察に来た．

米側の職員と日本人戦犯容疑者が整列して出迎えた．戦

勝国の憲兵司令官は先ず言った，　「江本中佐はどこに居

るか」．「私が江本です」．「やあ，エモト君！元気か」

司令官は中佐をだきかかえて額にキスをした．「君はぼ

くを覚えていないのかあの天津租界で，ほら，君は日

本軍の連絡将校，ぼくは米軍連絡将校　よく飲んだじゃ

ないか．ダンスもした．楽しかったなあ」．

　戦犯容疑者の中に牟田口廉也氏がいた．陸軍士官学校

では一期上であった．牟田口氏は，あの不幸な盧構橋の

一発の時の連隊長であった．氏は，「私のはじめた戦争

は私が終らせる」といって，インパール作戦を指揮した．

結果は惨敗であった．陸軍は牟田口氏を中将に任じてい

た．語学将校は中佐にとどまった．将軍と中佐は，拘置

所の庭を，連れ立って散歩した．将軍は死を覚悟してい

た．遺書を中佐に託した．しかし将軍もやがて出所し，

インパール作戦の誤りでなかったことを説き続けて亡く

なった．

　戦後の中佐は，あまり外へ出なかった．しかし，その

門を叩いて英語の個人教授を乞う者が絶えなかった．そ

の中佐も故人である．亡くなって13年余りたっ．令息進

氏は，言語学者・音声学者として活躍．英語力抜群は親

譲り．国際会議に議長を勤めるなどして気を吐く．令嬢
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語学将校　陸軍中佐　江本茂夫一軍人として教師として一

は，NHK海外放送の英語アナウンサー．これも親譲り．

新幹線の中で聞く英語アナウンスは彼女の声である．

（東京水産大学「学園だより第26号」昭和55年）

1．2　承前

　前章は，私が当時（昭和55年）勤務していた東京水産

大学同年2月20日発行の「学園だより第26号」に載せた

一文の再録である．このPR誌の性質を考えて，これは

かなり読み物的である．しかも一々出典を示す式のやり

方をしていない．もとより，江本中佐にっいては，軍人

としても，また，英語教師としても，既に多くのことが

語られている．この文で私は，読んだことや聞いたこと，

それに多少の想像さえ交えて語っている．しかし，恩師

T教授や，中佐の令息進氏らの証言と資料提供によって，

これからは幾分でも新しい事実を語っておきたい．なお，

もとの記事の中に明らかな事実誤認と思われる部分もあっ

たので，その点は既に訂正しておいた．これからも，訂

正しながら進んで行くが，あるいはまたしても読み物に

終るかも知れない．

2．1　軍人江本茂夫の誕生

　江本茂夫は，明治21年12月25日徳島県立江（現小松島

市立江町）に生れ，明治41年，徳島県立徳島中学校を卒

業，陸軍士官学校に入り（1），44年同校卒業，陸軍少尉

に任ぜられた．陸士24期生となったわけで，世はあと1

年で明治を終り大正期を迎えようとしていた．西暦1911

年，その3年後には第1次世界大戦が始まることになる．

　なお，手元の履歴書（江本進提供）は，江本自筆のも

のであるが，昭和22年3月付のものであるから，江本は

語学将校乃至は英語教師としての経歴に重点を置いてい

る．歩兵科の若い将校としての成長ぶりについては，他

に多くを求めなければならない．勿論，本稿も，語学将

校乃至英語教師としての江本から学ぶことが主たる目的

であるから，これはこれでいい．

　任官ほやほやの江本少尉の任地は，篠山（ささやま，

兵庫県）の歩兵第70連隊であった．70連隊は明治41年軍

旗拝受，既に「山岳戦の篠山隊」として知られていたか

ら江本の張り切りぶりが察せられるが，ここでは，銃剣

術にそれを見よう．　「篠山70連隊時代は『銃剣術の江本

か，江本の銃剣術か』と称讃されその徹底的訓練と相待っ

てその名声大なるものがあった．其の訓練は猛烈を極め

通常訓練以外に毎日5，6回も部下と木銃を握って居ら

れ『からすの鳴かぬ日はあっても江本の自服を見ぬ日は

ない』と連隊全員の評判であった．昼の休憩時も他人が

午前の猛訓練の疲を休めている間木銃を握り全身汗まみ

れになり冷水を浴びて午後の猛訓練に参加するという実

に超人的の御努力をされた．」（2）このあと，この道の

天才丹羽哲助中尉と雌雄を決する大試合が伝えられてい

る．

2．2　陸軍高等外国語試験（英語）に合格

　江本少尉は多忙な軍務に加えて，敢闘精神の固りであ

る「江本式銃剣術訓練法」，更に加えて，英語の勉強に

も持ち前の不屈の精神を以て当り，大正7年3月，陸軍

高等外国語試験（英語）に合格した．この試験の内容に

っいては明らかでないが，十分高度なものであり，江本

は優秀な成績で合格したことであろう．合格の翌月には，

東京外国語学校に派遣されているのを見ても明らかであ

る．江本はこれよりさき，即ち少尉任官間もなく，70連

隊の将校団に英語を教え始めている．このこと（「明45．

1歩兵70連隊将校団ノ英語教官ヲ任命セラル」）は，士

官学校在校中から既に頭角をあらわしていたことの証拠

であろう．

3　語学将校への道一東京外語と香港

　江本中尉が，陸軍委託学生として，東京外国語学校

（現在の東京外国語大学）に入学したのは，大正7年4

月のことであり，再び東京の生活が始るのだが，この間

の勉強法がまことに江本流である．

　江本は，学校で勉強するのは勿論のこと，朝から晩ま

で，自らを英語漬けにする努力をした．当時その名を

「桜井ホテル」といって，主として外国人を宿泊させる

ホテルがあったというが，経営者は，自分の子弟の外国
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河野　　通

語教育をも目的としていたようで，これは，贅沢な理想

的外国語教育法かも知れぬ．江本委託学生はここに着目

して，ほかの学生の多くが休養に費す時間を自らの英語

の実地訓練にあてたわけで，江本の1日はAre　you

still　in　bed？という言葉から始ったと伝えられる．隣

室の日本人中尉から，まだ寝ていますか，とやられた外

国人宿泊客の顔が見たいものである（3）．

　当時外語の英語科主任教授は村井知至であった．彼は

江本学生を激賞して，　「軍人の中は知りませんが，民間

には江本氏より流暢に英語を話す人は見受けられぬ（‘）」

と言ったという．

　休暇中は多くの学生は故郷に婦るが，江本は東京にと

どまって，早朝から深夜まで，1日15時間もの間種々機

会を作っては外国人と接して，英語力を錬磨したと伝え

られる．

　翌大正8年，村井主任教授の祝福を受けて東京外国語

学校を卒業した江本は，香港に留学する．履歴書にいう

「成績優秀ノ爲英領香港へ留学ヲ命セラル（英語研究ノ

爲）」である．従って，今にして思えば§1．1に述べた

「英語並二仏語ノ…」は，筆者が東京高等師範学校教授

寺西武夫（§1にいうT教授）から聞いたことをもとに

書いたことであるから，結果は正にそうなったとはいえ，

訂正を要するものの如くであるが，次第に触れることと

する．

　江本は香港に1年間滞在する（大8．4一大9．5）．

何故香港かといえば，当時まだ第1次世界大戦の余燈が

くすぶっていたからである．ヴェルサイユ条約は，江本

が命令を受領してから2ヶ月後（1919年6月）に締結さ

れる．

4　語学将校の誕生一天津勤務

　香港から蹄って3ヶ月，支那駐屯軍司令部交渉部（天

津）に勤務を命ぜられるが，正に語学将校の誕生であり，

本領発揮の場を得たわけである．30歳を過ぎたばかり，

中尉の5年目である．任務の内容は，履歴書の内容にい

う「各国軍隊外交団との交渉」であった．

　江本のフランス語学習が，このとき（大正9年9月）

に始るのだが，その上達ぶりはめざましい．フランス人

2名（ドゥブスケ氏とロファスト氏）にっいて勉強を始

めて1年後には，天津在住のフランス関係の人々，特に

フランス軍人との交渉に当るというスピードぶりである．

筆者などは，天才江本！と叫んでシャッポを脱いでしま

いたいところであるが，これも正に「江本一流の勤勉と

職務励精のたまものであろう（s）．」江本はフランス語

を学びながら，英語との類似を楽しんでいたふしもある．

そうして，この時ものにしたフランス語を，のちに「ア

テネフランセ」でブラッシュアップし，昭和5年には，

陸軍高等語学（佛語学）試験に合格する．

　天津勤務中の江本の活躍ぶりを伝える逸話も数多

い（の．履歴書にいう「仏国軍隊トノ交渉」の中身は多

彩である．

　天津駐屯の仏国軍の主催で，日・英・米・仏4国軍隊

の野外長距離駈足の競技が行われた．2番を除いて1番

から6番までを日本兵が占め，2番のフランス兵は1番

の日本兵に百米おくれて決勝点に入った．仏国少佐は江

本に「1番の日本兵は約5メートルの近道をしたから，

これを2等として2番の仏兵を1等にするのが至当であ

る」と申し入れた．江本大尉（大正10．11任陸軍歩兵大

尉）は「調査をするまで待て」と即答をさけた．コース

上に配置した監視兵の調査の結果前日の豪雨のためコー

ス標識が不明の個所があり，日本兵は約5メートルの誤

りをしたことがわかった．しかるに2着のフランス兵は

約10米の近廻りを5回もしたことがわかった．江本大尉

はこれを流暢な仏語で説明した．フランス側は会議を開

いてあくまでも自国兵を1等にと主張したが，江本大尉

は断乎として仏側の主張をしりぞけた．大尉は，「小官

は從来フランス国及びフランス人に常に好意と尊敬を払っ

てきた．しかるに今日の競技に対する貴軍の態度は甚だ

遺憾である．日本軍は今後仏軍の競技には参加しない」

と言明し，日本軍隊に対し大声一番「集れ！」と号令し

た．

　江本の「集れ」は，交渉打切り，日本軍退場の意味で

ある．ここにおいて仏軍少佐も折れて一件落着するのだ

が，表彰式に於て，日本国旗のもと，先頭を行進する日

本兵に対し仏軍々楽隊は日本国歌を奏してその栄を称え

た．この日仏交渉をはらはらして見守っていた日本側将

校たちに，江本は，　「欧米人には生半可の妥協をしては

いけない．どこまでも正しいと信ずる主張を押し通さな

ければならない」と教えたというが，正に古今に通じる

真理であろう．江本は軍人として，その心は偏狭に陥る

ことなく，異文化理解に先見の明を示し，すぐれた国際

人であった．

　天津在勤中の大正13年2月のある日，江本はフランス

陸軍元師ジョフルと日本軍司令官少将鈴木一馬との間の

（4）
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通訳という大任を果している．

5　参謀本部英国班・睦軍高等語学試験（仏語）合格・

結婚

　3年余の天津勤務を終って，江本大尉は，蹄朝して，

参謀本部英国班勤務を命じられる（大12．2）．勤務の

内容は「英語ノ応用勤務ヲナス」（7）とのみある．江本

にとって，この英国班の勤務は，英語の応用勤務であっ

たようだが，江本はその後，軍政軍令の枢要の道を歩く

ことはなかった．第1次世界大戦は終焉し，世は束の間

の平和を楽しむ．しかし，日本は戦勝国の一員ながら戦

後の経営に忙しい．やがて関東大地震が起る．参謀本部

勤務の傍ら，アテネフランセに入学して，フランス語に

磨きをかけるうち，年号も改って昭和となりその2年，

江本は歩兵70連隊付として中外商業学校配属将校を命ぜ

られることになる．

　これよりさき大正14年8月，37歳の陸軍歩兵大尉江本

茂夫は津川とよ（東京都赤坂区青山南町）と結婚，新居

を世田谷区代田橋に定めた．江本夫妻はその後3男2女

をもうけた．夫人は92歳嬰錬として今金沢八景に在る．

先年お目にかかったときには，　「パーマーさんがはじめ

てお見えになったときには…」と，かのHarold　E．

Palmerと江本との出会いを追憶して楽しそうにお笑い

になった．何でも，その時分の江本邸は2階を降りたと

ころが玄関で，夏のある日，2階でパンッひとっで昼寝

をしていた江本は，すばやくパーマーの前を通過して奥

に消えたというが，わが国英語教育界における大きな名

前の2人は肝胆相照らし，正にはだかのっきあい，江本

の実践をパーマーの理論があと押ししたといえようか．

江本は，新婚ほやほやの頃，とよ夫人に対して，　「私は

家庭においても英語をっかうが，協力してほしい．それ

がいやならば離婚も止むなし」と言ったという話（e》も

あるが，この手の話はほかにもあるし，第一，嬰鎌たる

とよ夫人に確めればわかることだが，多分笑って答えら

れないであろう．とに角十分ありそうな話である．

　夫人は，「主人のことはこれに出ています」と言って

「日本人と外国語」　（語学教育研究所編）を示されたが，

それには西村稠著「世界の三大不思議」が収められてい

て「…去る1月29日惜しくも他界した江本少佐」をたた

えていた．昭和41年，ご主人を失ったそのすぐあと出版

されたこの本を大切に保存されていたようである．また

田久保浩平著「これがNECの企業英語だ」をいただい

た．

6．1　中外商業学校配属将校一軍人として

　歩兵70連隊は，江本が9年前，任官最初に勤務して，

銃剣術に出精したなっかしい連隊であるが，今回はこの

連隊付として，実際の勤務地は，塚口（尼崎に近い）に

ある「中外商業学校」であった．中外商業学校は，　「安

田保善社」の経営する商業学校（旧制）であった．安田

保善社は，安田財閥の事業経営の中軸である．しかし残

念ながら，当時の中外商業にっいての一般の評判は芳し

くなかった．江本は赴任してみて（赴任の前に付近の学

校を訪れて中外商業の評判をきいている），全くその通

り，素行不良の生徒が多いのに驚いた．江本は開ロー番

「諸君にして反省の実を挙ぐるに至るまで余は鬼と蛇の

性質を以て諸君に対抗する」と言った（9）．このあたり，

テープの中の江本の声は，snakeとかdevi1とかしきり

に言っている．

　このsnakeにしてdevilの配属将校（陸軍現役将校学

校配属令の公布は大正14年であるから，新静渡間もない）

の秋霜烈日の訓練の結果は，テープの声の如くThe

worst　school　boys　became　the　best　in　Japan

only　with　the　lapse　Qf　two　or　three　years．で，

大阪朝日が書きアクメ映画が撮り，この方面のモデルス

クールとして喧伝された．映画が残っていたらさぞおも

しろいであろうが，田久保浩平の詮索にもかかわらず見

っからない．

　安田保善社経営の中外商業の生徒の悉くが不良で乱暴

者で学業不振の者であったはずがない．「従来は不良と

目されていた生徒諸君が決して不良でなく，なまけ者で

もなく，親泣かせの乱暴者でもなく，只ポンヤリと夢心

地で学校へ通い，本性たる日本精神を忘れた状態にあっ
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河野　　通

たに過ぎないと云うことを考えるべきではあるまいか，

即ち彼等は本来健全にして優秀なる日本青年であったが，

それが江本大尉の努力によって発見せられたものである．

この事実，この江本大尉の貴い立証，発見を参考にせら

れたいと私は特に全国の教育家指導者，長上たり，父

母たる人々に進言するものである．」（9）

　江本は，学校教練において成功したのみならず，この

場合いわば余技であったはずの英語教育においても抜群

の手腕を発揮するのである．学校教練に限ってみても，

それは勿論江本の軍人としての識見と技量，また何より

も人柄と熱意によるものだが，教練そのものは，英語教

育よりは幾分でも成果を得易いもののように，筆者には

思える．

　前述の如く，学校教練は大正14年の陸軍現役将校学校

配属令を以て始るのだが，これは第1次世界大戦の国家

総力戦的性格を教訓とするものではあるが，世には一方

に軍縮の声も高く，現役将校の配属に対する反対もかな

りあったようである．

　ここで勝手ながら少々筆者自身の経験乃至は思い出を

述べておきたい．筆者の年代は旧制中学校を経験してい

る（昭和11～16）から，学校教練といい，配属将校とい

い，まことになっかしい言葉である．そうして，中学在

校中に「学校教練必携」は「学校教練教科書」と改めら

れ，学校教練の目的も「学徒ノ心身ヲ鍛練スルニアリ」

から，生徒に野戦の小隊長たるの資質を得しめて「国防

能力ノ増進」をはかるまで変化した．筆者の出身校であ

る当時の東京府立第八中学校の初代0校長は理想家肌の

ひとでもともと教練嫌いであり，配属将校の某大尉（歩

兵第3連隊付）を憤激させ，さらには時の3連隊長永田

鉄山大佐をも激怒させるに至ったという歴史をもった学

校だった．永田大佐を怒らせたのは筆者の入校前の話で

あるが，筆者が入校して3年生になるまではそのO校長

がその任にあった．配属将校としてS少佐がいたが，厳

しい中にもやさしさがあり，知性のひらめきを見せて，

立派な軍人であった．しかし，生徒の目から見ても，教

練の成績は振わなかった．それが筆者3年生のとき，新

任のN校長と1中尉のコンビは，八中を青山師範と並ん

で東京地区における学校教練の模範校とした．N校長は

いわゆる専検をとって高等師範学校に学んだ苦労人タイ

プのひと，1中尉は商業学校を出て入隊，甲種幹部候補

生から現役将校の道を進んだこれも同様のタイプ，O校

長とS少佐のコンビとは異って，ただむやみに実際的

（と少年たちの目にはうつった）な人々で，よくもわる

くも実際的教育を施した．しかし，このコンビは府立八

中の学校教練の成績向上に成功した．上級学校（とは大

学等のこと）進学率も上昇した．1中尉は大尉に昇進し

て，東京〔帝国〕大学の配属将校を拝命した．

　これよりさき筆者が中学2年生のとき，盧構橋の一発

を以て日華事変（当時は「支刃陣変」）が始っている．

日本はこれから15年戦争を戦うのだが，配属将校（軍事

教官）制度はこれに大いに寄与した．

　さて，以上筆者の思い出話の中にある学校教練改革は

こちらはコップの申の嵐ではあるが，江本の改革と外側

は似ている．短期間における変りようはそっくりである．

しかし江本の場合は，時代がさかのぼるから，世間には

一部逆風が吹いていたはずである．それを乗り切ったの

は江本の至誠と熱意であろう．府立八中の場合は順風の

中を行った，少しひねくれていえば迎合的といえなくも

ない．それにしても，江本はまことに異色の配属将校，

その英語教育が大きくプラスされた点をこそわれわれは

注目しなければならない．

6．2　中外商業学校配属将校一英語教師として

　鬼にも蛇にもなろうという配属将校江本大尉は，放課

後英語を教えたというが，こういうことは筆者など想像

もできない．そうしてこれが成功して，この学校の学風

を改めることに力があったのである．ある研究者は，

「（江本は）そのうちに，軍事教練の傍ら，英語教育を手

伝うようになったようである」⑩と淡々と述べるが，

高梨健吉は，　「配属将校が教練ばかりでなく，英語の猛

訓練をしたというのは前代未聞の出来事であろう」（11）

という．　「…中外商業学校に配属将校として軍事教練を

担当せられた頃，自ら進んで上級生の英語教授を引受け

られて，氏自身の工夫になるディレクト・メソッド（直

接法）に依って素晴らしい好成績を挙げたその経験から…」

と寺西武夫は報じ，さらに「中外商業にいられた頃は，

劣等生及上級学校志望者には，正課以外に毎日2，3時

間課外教授を試み休憩中には希望者に対して毎日数時間

欠かさず教えたそうである．この商業学校が一躍して軍

事教練の模範学校となり，江本少佐在勤の頃は1ケ年数

千人の参観者があり，催れ多くも侍従武官の御差遣があっ

たとのこと，軍事教練の指導よろしきを得たことは勿論

であろうが，一面に於て同氏が生徒に対して献身的に英

語を教授したその熱が全校生徒を発奮せしめたのである

（6）
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と，私は信じる．」（12）

以上の証言から，また前述の西村の証言CI°）から，§

1の駄文となったわけである．

7　陸軍士官学校英語学教官一寺西武夫と相識る

　昭和5年8月任陸軍歩兵少佐，翌6年8月に陸軍士官

学校教官を命じられる．当時はまだ歩兵少佐といったは

ずである．実はその前年発令予定のところ中外商業に留

任運動が起って延びたという．生徒も留任を望み，理事

者は陸軍当局に要望書を出す始末であったという（13）．

配属将校の留任要望ということは，それこそ前代未聞か

も知れない．また後年に至っては，留任要望などは考え

られない話であったろう．

　さて，§1ではおよそ無責任に，いよいよ語学教育に

専念する時が来た云々，と書いたが，江本はもっともっ

と英語を教えたかったらしい午前中は坐学（一一般教育），

午後は実科（専門教育）ときめられていて少しの余裕も

ない24時間教育の時間割の中へ割り込む隙はなかったで

あろう．辞令は「英語学教官」（兼砲工学校「英語教官」°4））

であるから，時には白服を着て木銃を握ったことがあっ

たとしても，英語教室を開設することは不可能であった

ろう．

　しかし江本が英語教師としての道に益々深く踏み込ん

で行く大きなきっかけとなったのは，正にこの時期であ

る．昭和7年4月，即ち，陸士勤務1年，　「東京高等師

範学校英語教授寺西・大塚両氏小生ノ英語授業ヲ見学セ

ラレ其所見ヲ文部省英語教授所発行雑誌「ブリティン」

に於テ激賞セラル」．寺西教授に大塚高信教授が同行さ

れているようrf・寺西・大塚の陸士訪問は6月30日で，

「ブリティン」は，THE　BULETTIN　OF　THE　IN－

STITUTE　FOR　RESEARCH　IN　ENGLISH
TEACHING，　Department　of　Education，　Tokyo，

Japan（6月30日発行）で，寺西の「陸軍士官学校参

観雑記」はそのp．10（邦文欄）にある．その一部はさき

に中外商業に於ける江本の英語教育にっいて述べるとき

に引いた．今ここでは，寺西の参観記の最初・中程・最

後の部分から少しずっ紹介するだけとする．「去る6月

14日陸軍士官学校へ同僚の大塚教授と一緒に英語の授業

を観に行った．本科生28名．教官は江本少佐である．教

科書は頭本氏編纂の時事文集．純然たるDirect　Method

に依る教授法であった．先ず私達の心を打ったのは教官

江本少佐の熱意である．英語の達者な事は申す迄もない

正味1時間1分1秒の弛みもなく，緊張に終始した快適

な授業であった．」　「吾々が吾々の運用し得る英語の嵩

を増し得るに従って，Direct　Methodを応用せんとし

て吾々の感じていた様な困難の多くは消滅するであろう．

吾々は兎角吾々に爲し得ない事を，自己防衛の必要から，

一足跳びに軽蔑しようとする傾向を吾々の内に感ずる事

がある．是は慎しむべき事である．」「最後に，私は，

江本少佐が，我英語教育研究所の会員の一人である事を，

諸君と共に喜ぶものである．」（15）

　江本と寺西の初対面は，これより少しさかのぼるが，

寺西に従えば，それは昭和7年の1学期の半ば頃の話で

ある．江本は東京高等師範学校を訪ね先ず石川林四郎教

授と会い，その紹介で寺西と会う．そうして，「自分は

長い間の体験からDirect　Methodが最も効果ある教授

法だと信じているのであるが，同僚達は皆Translation

Methodで英語を教えている．自分は自分のやっている

方法に自信を持っているが，専門家ではないので理論的

なことはよく知らない，従って同僚達を納得させること

が出来ない．こちらの学校では教授法を研究しておら礼

Direct　Methodを大に支持しておられると聞いたので

御指導を仰ぎに来たのだ」と言う．「彼はどなたかの御

授業を見せて頂きたいと申し出た．私はハッ！とした．」

後日，　「土曜日の2時間目が来」て，寺西は，国語漢文

専攻の1年生の授業を見せる．テキストは“English

As　Speech　Series”の中のひとつであった．これが初

対面であり，以後変らぬ友情が続く．

　その年の12月「右同校青木・織田。寺西3教授ハ同

（原文「両」）校（高等師範）第3学年生徒全員ヲ引率

シ小生ノ授業ヲ見学セラレ其所見ヲ同校雑誌二於テ賞讃

セラル」．

　沢正雄（昭和8年東高師卒）は，よく教生（教育実習

．
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生）として陸士を訪問したとき（正にこのときであろう）

の思い出を語るが，江本の挨拶This　is　quite　an　un－

precedented　event　that　the　student　teachers　of

the　English　Department　of　Tokyo　Higher　Nor。

mal　School　eame　to　see　our　lessons　here　in　the

Military　Academy　today．　It　is　a　great　honour

and　privilage　to　all　of　us．がマシンガンの如く口を

っいて出る．余程強烈な印象を得たものであろう．

8　大倉高等商業学校配属将校

　江本は昭和8年歩兵1連隊付で大倉高等商業学校配属

将校を命ぜられている．陸士や砲工学校の勤務は2年で

終っているが，少々惜しい気もする．柏葉稔は幹部候補

生出身将校として8年の間軍務に服した魁まだ兵の頃

横専時代の恩師と文通し，英語の返事を貰っていた．中

隊長は「このS．Emotoというのは誰か」ときいた．

「恩師であります」中隊長は「おれもこの先生に習った

よ」と感慨深そうであったという．陸士勤務2年の間の

巡り合せであろう．

　さて，陸軍の当事者が，既に中外商業で名を成してい

る江本中佐を大倉高商に送ったのには，何か特別の意味

があったのであろうか．同年10月には同校の創立記念日

を祝っているが，その祝賀会の模様にっいて久保義八郎

の述べるところを，田久保が引いている．「講堂を埋む

る幾千の学生生徒，其姿勢に態度に顔色に，厳粛犯すべ

からざるものあるを発見した大倉男爵とその一家の人々

は聯か驚きの目を見張った．　「今日は学生の態度が殊に

立派に見える．」「校長室に引き上げた大倉男爵は感激

の色を面上に輝かして校長先生の顔を見た．今日の盛儀

特に学生の態度が立派であったことにっいて謝意を述べ

た．之に対して校長先生は謙遜しながら其の礼はどうぞ

江本少佐にといった．」12月1日には，大勢の陸軍将校

が大倉高商を訪問したというが，これは時の第1旅団長

永田鉄山少将が命じて，江本の訓練の成果を視察せしめ

たものという（16）．永田の江本に対する信頼の深さを示

すものであろうか永田は，一方において，片隅の出来

事ながら，府立八中の如き教練不熱心の学校に激怒して

いるから，一方にはこのようにして，優良校を天下に示

したかったのであろうか．以上は再び筆者の想像を交え

たあるいはなくもがなの観察である．

　大倉高商は現在の東京経済大学である．前出の大倉男

爵とは創立者大倉喜一郎のことである．もう一度久保か

ら引けば「大倉高商の学生生徒諸君はほとんど全部が東

京生れ，東京育ちの人々である．智能もすぐれているが

わるく云えばすれている人々である．少くとも種々なる

悪思想にも最も多く接触し且っ感染している人々である．

これを純朴な各府県の学生生徒諸君に比較すれば長所も

有する代りに確かに，教化の困難な種類の人々を多く含

んでいると見ることが出来ると思う，云々」（17）．この

ような見方も当時は確かにあったであろう．とまれ，明

治33年以来の大倉商業，大正9年以来の大倉高商，昭和

24年以来の東京経済大の長い輝かしい歴史の1駒であろ

うが，江本は学校教練において秋霜烈日の猛訓練を行う

一方，この有名高商においても英語訓練を行ったであろ

うことは想像に難くないが，その点あまり伝えられてい

ない．

　江本の大倉高商配属将校は，昭和10年8月の予備役編

入まで続いたはずである（18）．

9　文部省英語教授研究所研究委員一陸軍戦闘綱要の英

訳一任陸軍中佐（待命）

　文部省云々は，今なら「語研の研究員になった」とい

えば済むところであろう．1年前にthe　Bulletinが激賞

しているのだから，研究所関係者の悉くが賛成であった

ろう．寺西が強く推したであろうか大倉高商配属将校

の発令と同年同月のことである．

　この頃，命によって「陸軍戦闘綱要」（のちの「作戦

要務令」）の英訳を企て，昭和9年5月に完成発表した．

柏葉稔は，江本に習った頃の教科書Ernoto’8　Vivid

Engtish（昭和11年開拓社）を大切に保存しているが，

その巻末付録に，戦闘綱要の日本文（原文）と併せて江

本訳の英文を載せている．今も時折引用される部分「爲

サザルト遅疑スルトハ指揮官ノ最モ戒ムヘキトコロトス

是此両者ノ軍隊ヲ危殆二陥ラシムルコト其方法ヲ誤ルヨ

リモ更二甚シキモノノアレハナリ」を英訳で見れば，

Every　commander　must　carefully　guard　him－

self　against　falling　a　prey　to　inaction　or　hesita－

tion，　as　to　do　so　would　put　an　army　into　a

more　dangerous　situation　than　if　an　actual

error　had　been　made．となる．「戦闘綱要」は℃uid－

ing　Principles”となっている．

　戦闘綱要という訳業を残して間もなく，昭和10年8月，

陸軍中佐に任ぜられて待命となる．このあと7年間民間

にあり，昭和16年，日米開戦と共に召集を受け，品川停

（8）



語学将校　陸軍中佐　江本茂夫一軍人として教師として一

車場司令官を命ぜられるに及んで軍人として再びキャリ

ァを重ねて行く．

9　横浜専門学校英語主任教授

　自筆履歴書は，江本が待命を仰せ付けられたあと，全

く職にっかなかったのは7か月に過ぎないことを示して

いる．すなわち，昭和11年4月，横浜専門学校主任教授

に任ぜられるが，これから5年6ヶ月間に亘って，江本

は現役将校としての身分を離れて，民間にあって江本式

英語教育を進めて行く．英語教育家としての江本は40歳

なかばを過ぎて，その英語には益々磨きがかかり，指導

技術も向上して，横専生徒の信望を得て行ったことであ

ろう．

　横浜専門学校は，昭和3年の横浜学院に始り，翌4年

横浜専門学校，昭和24年には神奈川大学となり，優秀教

授陣を揃え施設を拡充し，発展を続けている．

　田久保浩平は，昭和16年横浜専門学校入学以来江本に

師事し，江本進に「ぼくよりもおやじと近い」と言わし

める高弟であるが，日本電気語学研修所長を経て，今や

母校の教授陣に加わって，江本ゆずりめ英語教育を実践

している．

　出来成訓は夙に英学史・英語教育史研究家として知ら

れるが，これまた今や神奈川大学のスタッフの一員であ

る．

　柏葉稔は田久保の先輩，横専の高等商業科3年に進級

した昭和12年に始めて江本の授業に出て感銘し，英語部

にはいって特訓を受けた㈹．

　以上3氏は，江本乃至は神奈川大学に直接関係のある

方々である．

　高梨健吉（日本英学史学会々長・日本英語教育史学会

顧問）はその著「英語の先生，昔と今」の中で，江本に

最多ページを割いている．

　以下，江本自身の証言（履歴書・「各方面ヨリノ讃辞

二関シ忌揮ナキ報告」）に上記諸氏の証言を併せて，江

本主任教授の活躍振りを見よう．

　先ず，江本自身による証言として上述の「讃辞」から

引く．自昭和11年4月至昭和16年7月とあるから，辞任

から応召するまでの期間中「横浜専門学校生徒ノ依頼ニ

ョリ毎日放課後約3時間半及毎春夏冬季休暇中毎朝8時

ヨリ約6時間特別研究志願者1千名二対シ徹底的英語指

導ヲナシ」た．　「其結果右全員ハ相当ノ発表力及聴取力

ヲ急速二確得シ其間約5，60名ハ英米両国生レニ非ラザ

ルヤト当校来校ノ英米講演者ガ小生二質疑ヲ発セシ程度

二上達進歩セリ」という（2°）．在職5年少々で延べ1，000

名に対する課外教育を行って好成績をあげたというわけ

である．英語の国に生れたかと疑わせる者数十名とは驚

きである．

　江本自らのいう休暇中の徹底的指導について，田久保

から引く．「夏は吾等の希望の華であり生命の泉である．

横浜専門学校入校以来4ケ月江本教授の下にて徹底的の

人格訓練を受け新たないぶきを感じた新入生は遠い懐し

い故郷の夢も断乎しりぞけて夏季訓練を一日千秋の思い

で待ち焦れるのである．早朝の江本教授の英語演説語

句の紹介，上級生を囲み今まで得た力量を以ての自由会

話，英語即席演説又は吾等が楽しい英語散歩会，討論会

等実に活発な，愉快な夏季休暇である．今までの経験に

徴しても，休暇前百点中，5点，10点を取っていた劣等

生が徹底的夏季訓練の後，一躍80点90点をとるという

驚異的進歩を遂げ全く別人の感を懐かせるに至ったもの

である．」ω

　柏葉稔は50数年前を振り返って，夏季課外授業の効果

を今も称讃する．なお，普段の授業にっいては，次のよ

うに証言している．即ち，　「先生が現われると教室内に

緊張感がみなぎりクラス委員が「スタンダップ」と号令

をかける．　「バウ」，　「アズ・ユー・ワー」，「シット・

ダウン」の声で席にっくのであるが，動作が揃わないと

直ちにやり直しを命じられた．また授業中に私語を交わ

したり，態度の悪い生徒に対しては起立させて厳しく注

意されたが説教も全て英語であった．テキストは先生が

作られた「エモトーズ・ヴィヴィッド・イングリッシュ」

であったがあまり使用されず，たいていは「ジャパン・

タイムズ」や他の英字紙の時事問題をテーマに，英語の

スピーチを行い，その内容にっいて生徒に次々英語で話

　　　　　　，　　＿　1　－　　　＿　一　　＿

（9）
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させるやり方で，日本語は一切使われず　『ヒヤリング・

パワー』　『プロダクティブ・パワー』と『スピーキング・

パワー』の習練に重点が置かれたユニークな「ダイレク

ト・メソッド」でいわば先生自身がテキストであった．

いままで英文学の講読，英作文演習，外国人教師の英会

話などを受けていたが江本先生の「オフハンド・スピー

チ」を主体とする英語教授法には初めは大いにとまどっ

たものであった．（22）」

　以上述べたところは，稲村松雄の証言（出来の研究に

くわしい）もあり，前述のThe　Bulletin．にもくわしV．

出来成訓も「日本英語教育史研究第6号」に「横浜専門

学校の英語教育」と題して発表するうち「横浜専門学校

での立役者は江本茂夫であった．彼にとっての幸運は学

校の一もっとはっきり言えば創立者でもあったワンマン

校長の一全面的支持を得ていたことである」⑳　ワンマ

ン校長米田吉盛にっいては出来の研究にくわしい．また

米田は，筆者の恩師である青木常雄を講師として採用し

ているが，青木を遇するに厚く，青木は「死ぬまで教え

に行きますJと，その厚遇に感激して，筆者に語ったも

のである．米田は，青木の心をっかんだ如く，江本の心

をもっかみ，江本は米田のバックアップのもと，志を延

べたのである．青木は，教育大学を退くや，自宅から歩

いて通える距離にある東洋女子短期大学に勤め，80有余

歳まで教壇を降りなかった．筆者ら教生を連れて江北中

学校（当時）に行き，授業見学のあと，“Gentlemen！”

と英語で教生に訓辞をした青木教授を思い出す．時代が

少々ずれていて，神奈川大学が都内にでもあったら，江

本と青木はコンビを組んで…と想像は楽しい．双方劣ら

ぬ英語使いの頑固おやじであった．

　高梨健吉は筆者より大分先輩である．昭和14年に江本

の模範授業を見ている．高梨は「今もはっきり記憶に残っ

ているのは，If　I　remember　rightly（記憶にまちが

いなければ）という語句を生徒に覚えさせると，次に生

徒が一人ひとり立ち上り，その語句を使って短文を即席

に作って言うのである．これなら語句を完全にマスター

でき，しかも発表能力を鍛えることができるのだと感心

した．」と述べ，江本のマシンガンに感服している（2‘）．

10．1　再び軍人江本へ一品川停車場司令官

昭和16年7月までは横専の教授であったが，その年の

うちに応召，品川停車場司令官を命じられたようである．

自筆履歴書はそのことを語っていない．筆者は17年4月

から寺西武夫の授業を受けたが，寺西の授業も厳格，

Close　your　booksという命令のあとは英問英答休む

暇なく，級友の多くは，勿論筆者など最たるものだが，

机の下で時計を見てはらはらしていたものだ．江本と違

うところは，時として全然英語の授業をせず，戦局の蹄

趨を説き，あるいは人生を説いた．寺西はある時，苦悩

に満ちた顔で戦局を説き，自分は昨夜考えぬいて必勝の

信念を持ち得たが，それはあくまで精神的な問題である，

経済力特に兵器の生産能力にっいては自分は十分知ら戯

これから考えるのだという意味のことを言った．ある日

授業の前の「気ヲツケ！礼！」のあと，級長は「着席！」

をかけずそのまま「令兄寺西中佐ノ霊二黙祷！」とやっ

ておくやみ申し上げた．令兄は航空兵であったかと思う

が，あの戦いの2年目には既に戦死されたのであった．

さてある日「江本さんの話をしよう」と，上機嫌の寺西

は始めて，畏友江本中佐は今品川の停車場司令官である

と言い，筆者が§1に述べたようなことを話してくれた．

俄か教師をやらされた幹部候補生出身の将校達も驚いた

ことであろう．私は当時大井町に住み，通学の途中，品

川駅を通った．　「停車場司令部」という大きな貼紙を見

たが，寺西の話だけで一面識もない司令官を訪ねるなど

到底できなかった．私事のついでに，「よし1本！」に

っいていうと，それは筆者の亡父の仕事であった．当時

プロ野球の仕事をしていた亡父安通；は　「ストライク！」

を主張したが容れらず，不本意ながら，「よし1本！」

に従って審判員を指導した．審判員の指導も父の仕事の

うちだったらしい．閑話休題．一部寺西の話をもとにし

て停車場司令官を閑職といったが，これにも大分想像を

交えている．何十年もたって，筆者は東京水産大学に勤

務し，品川駅で乗り降りするようになった．歓呼の声に

旗の波，列車に満載の兵士たち，司令部の標識憲兵腕

章に太いサーベル，それらが時折平和な雑踏の中を歩く

筆者の瞼の裏に現れた．

10．2　北海道函館俘虜収容所長

　自筆履歴書によると「昭和19年3月　北海道函館俘虜

収容所長ヲ命セラル小生ハ国際正義二準擦シ彼等俘虜ヲ

正遇シ全俘虜ハ百パーセントノ改善アリタリトテ感激シ

同年9月同収容所視察ノ米英利益代表『スゥィス』人

『ベルナット』氏ハ日本全国第一流ノ収容所ナリト激賞

セリ」となるが，俘虜収容所長のポストは江本自身の希

（10）



語学将校　陸軍中佐　江本茂夫一軍人として教師として一

望するところであったとも伝えられる．江本は日本側の

俘虜の扱いがわるいということを耳にして胸を痛めてい

たらしいのである。当時，敵憶心の高揚と称して俘虜の

如きは虐待すべしと言わんばかりの言をなす者が軍官民

指導者の中にあったことは，筆者も記憶する．大本営陸

軍部の秋山参謀は，ラジオで「おかわいそうに」と題し

て講演した（Z5）．そのあと筆者は連合軍捕虜を運ぶトラッ

クに小石をぶっけるノト学生の一群を見た．オズワルド・

ワインド氏の一文中に「…平手（中尉．連合軍により処

刑されたが，明らかに無実であった）は法廷で，「捕虜

に関する国際法（ジュネーブ条約）の存在は耳にしてい

たが，その条約に従うように特別の訓練も指示も受けな

かったと証言しているが，収容所関係者には『捕虜に関

する国際法』は知らされておらず，『生きて虜囚の辱め

を受けず』といった戦陣訓の言葉や東条英機首相の

『（捕虜は）人道に反しない限り，厳重に取締り，そ’の

労力特技を我が生産拡充に活用せよ』という訓示をうの

みにして『連合軍』捕虜を遇することもあった」とい

う（26）　．この事態を「語学に堪能で世界に通じていた江

本」は大いに憂えていたであろう⑳．

　江本は函館に赴任した．函館俘虜収容所は昭和17年12

月開設，江本は2代目の所長であった．初代所長の畠山

大佐の収容所の運営は当を得たものでなく，上記の東条

訓示にいう「人道に反しない限り」という条件にさえ反

するもので，その在任中1，400名弱の俘虜中238名の死亡

者を見た．但し，この数字は連合軍最高司令部法務部の

発表に基くものである．同発表に従えば，第2代所長と

して江本がその任にあった14ケ月の間には，俘虜の死亡

者は3名といい，しかもそれは自然の命数であったとい
　　
う㈱．

　江本の俘虜の扱いが当を得たことは，上記の数字が端

的に示す他多くの人々によって語りつがれているが，

以下に引く英文書簡一通はそのオリジナルのひとっであ

ろう．証言の主はマーチン・リットン・ワッサーマンと

いう元米軍兵士である．階級は伍長であり，インタービュー

に応じたのは昭和21年2月のことで，記憶も鮮烈の頃で

あろう．暫く原文から英語のまま引く．

　…Lt．　Colonel　Emoto（first　name　unknown）

was　a　Japanese　officer　in　charge　of　all　regular

prisoners　of　war　camps　on　Hokkaido　Island，

Japan，　at　the　time　informant　arrived　as　a　pris－

oner　of　war　at　Hakodate　Prison　Camp　No．1

on　approximately　27　March　1944，…Lt．　Colonel

Emoto　remained　in　this　position　until　approxi－

mately　5　June　1945，　which　is　the　approximate

date　on　which　the　camp　was　moved　to　Bibia

（ママ）（phonetic），100　miles　north．　During　this

time　Lt．　Colonel　Emoto　used　Hakodate　Prison

Camp　No．1　as　his　headquarters　camp　and

spent　considerable　time　there．　He　served　this

camp　as　commanding　officer　in　addition　to　his

all。over　adminstrative　duties．　The　informant

was　thus　in　a　position　to　see　him　often　and　on

numerous　occasions　talked　to　him　face　to　face．…

Emoto　made　a　sincere　effort　to　understand　the

point　of　view　of　the　America　prisoners　Qf　war

and　was　very　just，　impartial　and　humane．　He

was　inclined　to　give　the　prisoner　of　war　the

benefit　of　any　doubt　when　it　came　to　judging

asituation．　He　listened　attentively　to　the　com－

plaints　of　prisoners　of　war　and　did　his　best　to

correct　the　conditions　which　caused　them．

Emoto　made　sure　that　when　any　of　the　Red

Cross　supplies　and　equipment　came　under　his

authority　they　were　not　diverted　to　the　Japa－

nese　but　went　to　the　American　prisoners．

There　were　no　tortures　or　beatings　at　the

camp　while　the　informant　was　there，　although

it　was　reported　to　him　that　such　punishments

had　frequently　been　inflicted　before　Emoto

took　over　command，　in　approximately　January

1944．As　a　matter　of　fact，　informant　said

Emoto　treated　the　prisoners　so　well　that　in　a
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河野　　通

number　of　cases　he　is　believed　to　have　been　re－

ported　by　his　own　suboridinates　as　being　pro－

ally　．　Emoto　himself　in　a　talk　to　the　prisoners

of　the　camp，　appealed　to　them　“not　to　use　his

name　in　vain”in　trying　to　get　out　of　work　de－

tails　or　get　special　consideration　from　the

guards，　because　of　the　danger　to　him　of　these

same　reports．　He　himself　said　such　reports

had　been　turned　in．

　Emoto　speaks　perfect　English　and　showed

considerable　interest　in　talking　to　the　prisoners

and　finding　out　about　the　American　mode　of

living．　The　informant　believes　that　Emoto　was

an　English　professor　in　a　Japanese　university

before　the　war　and　early　in　the　war　instructed

Japanese　Army　cadets　in　Enfflish　at　the　Japa－

nese　“West　Point”，1ater　becoming　a　railroad

transportation　officer．　He　had　never　been　in　ac－

tive　Army　service　outside　Japan，　the　informant

believes．（29）

　以上の内容は正に捕虜の一人からの生々しい証言であ

る．収容所長以前の江本の経歴にっいても誤りなく伝え

ているが，江本と2人きりで話をしたこともあって親し

くしていたのであろう．ファーストネーム・アンノウン

は，敵ながら中佐の階級章をっけた所長は常にLt．

Colonel　Emotoであったからであろう．中佐はjustで

impartialでしかもhumane，それだけで十分であろう．

とに角，収容所の外には敵悔心高揚の世論が吹き荒れ，

しかも次第に日本人の食糧も欠亡して，国際赤十字社か

ら捕虜宛の物資が届いても一部横取りすることにうしろ

めたさを感じるどころか，これも戦いの延長として正当

化さえしようとしたであろう．筆者，例の如く私事を交

えれば，兵として近衛輕重兵第2連隊にあった頃，この

「特訓兵」（体の弱い兵，あまり自慢にはならないが）

宛のたまごも肝油も，配給されたのは初めのうちだけで，

のちに杉並の分屯地へ行ってからは一切届かなかった．

あの頃は世をあげて横流しの時代で一部の軍隊はその典

型で，俘虜収容所もその一部で，江本が当然と信じると

ころを行っても，捕虜なんかに，の一言に踏みっぶされ

そうになったであろう．また，わけもなくプットバスの

は日本軍隊のならいであった．わけのわからない私的制

裁は日常茶飯であった．日本軍隊には，江本の例に見る

ような秋霜烈日の訓練とは全く無縁の，上級者の下級者

に対する暴力があった．捕虜に対しては時に初年兵以下

の扱いがなされたであろうことは想像に難くない．

　江本が捕虜を正当に扱っても，今度の所長はおかしい

とか，甚しきは，敵のスパイではあるまいかという蔭口

が，金網の外からも内からもささやかれたのである．

　上記伍長の証言に，江本はアメリカ人の生活様式に興

味をもったとあるが，江本進は言う，「…父はこんな話

もしてました．一日本軍の担当者が遠くにいる捕虜

を呼ぶとき『コイ，コイ』と手招きして呼ぶのだがなか

なか来ない．そこで，声もジェスチャーも大きくしても

う一度呼ぶと，捕虜はそのまましゃがみ込んでしまう．

そうすると，担当者は自分の命令を拒否したと思って，

ビンタを食らわすなり体罰を与えてしまうのだが，本当

は違う．日本では，人を呼ぶときの手招きは手を上から

下へと振りおろすことになっているが，あちらではそれ

は，とまれのジェスチャーなんだ．お互いにその違いに

きつかないから暴力を振った振わないの話になってしま

う．困ったことだ一と．」

　江本は収容所内で，英和辞書作りを企てている．江本

はオズワルド・ワインドと協力して，毎日2時間をその

企てにあてたが，やがて昭和20年5月，江本が収容所長

を免ぜられるに及んでそれも中止された．

　江本の収容所長は1年2ケ月で終った．全国の俘虜収

容所管理の責任者であった田村宏少将は，江本の任を解

いた．函館の収容所では再び劣悪な待遇が始った．殴打

禁止の貼り紙は破り棄てられた．

11美唄炭鉱の労務監督

　江本は美唄で炭鉱労務者の監督として勤務したが，こ

の間も身分は応召中であったろう，「…江本は退官し函

館俘虜収容所を去っていき…」とはオズワルドの伝える

ところであるけれども．自筆履歴書は昭和19年3月の函

館俘虜収容所の発令から，昭和21年11月の「スターズ・

アンド・ストライプス」紙の件に飛ぶ俘虜の扱いにっ

いてこそ一家言を有し，それを実行して，これは他人に

はできまいと誇ったことが容れられず，この炭鉱の労務

監督に左遷されて不本意な勤務の毎日，この時の江本の

胸中は察するに余りがある．内容上重複を顧みず，ヘッ

セル・ティルトマン（当時ロンドン・デリー・ヘラルド

極東主任特派員）から一部引いておく．「…江本の収容

所にスパイが送られた．江本が実施した正しい待遇に関

（12）



語学将校　陸軍中佐　江本茂夫一軍人として教師として一

するスパイ共の報告の結果，江本は1945年（昭和20年）

4月の末に職を追われると北海道の炭鉱で朝鮮人労働者

を監督する地位におとされた．」このことは，江本の収

容所内の改善が北部軍司令部にわかってもらえないので，

報告をやめてしまったことの結果のようでもある．柏葉

によれば，戦後元北部軍の高級参謀に会ってきいたとこ

ろ，江本のお蔭で自分の部下から戦争犯罪者を出さなく

て済んだ，江本に感謝する，と言ったという．

　筆者は昭和20年5月から陸軍二等兵を勤めるのだが，

ある時内務班に新聞があった．兵隊ばかりの内務班に新

聞があったのは不思議であるが，われわれの分屯地が杉

並の妙法寺（通称「お祖師さま」）というお寺であって，

営門歩哨の立っ兵営ではなかったからであろう．その新

聞に文部辞令が出ていて，依頼免本官　東京高等師範学

校教授　寺西武夫，とあった．江本が得意の英独仏語に

国際感覚という武器を奪われて悶々の日々を送るとき，

寺西は信州上田のある国策会社に勤め，勤労課長の職に

あった（あとで聞いた話）．最早学校もかたちだけのも

のであり，学生は通年勤労動員で下宿から割当て先の工

場へ通うだけであったから，寺西のdirect　methodの

出番もなかった．学生は私のように入隊命令を受ければ

その工場からも消えていった．必勝の信念の固い寺西は

勤労動員された学生の監督の地位に甘んずるよりも，戦

う祖国の生産力増強に積極的に参加しようとしたのであ

ろう．「よし1本！」の亡父はプロ野球チームを解散し

た．

12戦争終結と函館俘虜収容所

　昭和20年8月15日正午，日本国民は昭和16年12月8日

以来の大戦争が終ったことを知らされた．世の中がひっ

くり返った．函館俘虜収容所では，一部の捕虜があばれ

たりまた食糧を奪うなど，険悪な状況となり，もはやこ

れをおさめることのできるのは，江本を措いてなかった．

当局は江本に函館行きを命じた．江本の到着がおくれた

のは，当時の交通事情，特にまともに動く乗用車が少な

かったこともあり，また江本がビールを買い込んで車に

積むなど，今は戦勝国の軍人である捕虜をなだめるため

に気を遣っていたことにもよる．

　江本は収容所に着いた．調達のビールも役立った．

Bottoms　up！君たちの勝ちだったな．そうして，何よ

りも，外国語の実力と国際感覚それに3ケ月前までの

人道的扱いは捕虜たちの身にしみていた．

　筆者の耳にラジオから流れるPlease　stay　where

you　are！が今も残る．方々にある俘虜収容所にいた

POW’sに呼びかけていたものであろう．

　立場は逆転して，軍人軍属として俘虜収容所に勤務し

た日本人のうちから軍事法廷に引き出されるもの多く，

これもBC級戦犯と呼ばれた．

13　占領下の日本と江本通訳班長

　江本の俘虜取扱いが国際正義に従ったものであること

を，英米利益代表が激賞したのが昭和19年3月であった

から，自筆履歴書はこの頃を以て戦時が終り，戦後とな

る．

　函館俘虜収容所も，江本のお蔭で平静に戻ったあとは

多分順調に事は運んだことであろう．勿論今までとは逆

の不公正も方々にあったに違いないが，とにかく，西欧

の常識においては名誉ある存在である捕虜達は解放され

た．わが江本は北部軍司令部通訳班長兼北海道鹿通訳班

長として勤務した．その勤務のかたわら，夜学校の校長

となって「徹底的英語ノ実際的教育二従事」した．そろ

そろ60歳に近い元中佐は，多分階級章を外した軍服に身

を包み，背すじを伸して，元気に昼夜勤務したことであ

ろう．しかし，長くは続かなかった．

14　戦犯裁判と江本証入一得意の英語

　昭和20年11月の頃には「材料提供証人トシテ巣鴨刑務

所二入所シ材料提供ヲナス右ハ証人トシテ外部トノ連絡

ヲ断ッ爲メノモノナリ」とある（自筆履歴書）．入所7

ケ月ののち，翌21年6月釈放され出所している．

　筆者も簡単に「捕虜虐待容疑であった」と書いた（§

1）けれども，詳しくは，あるいは正しくは，材料提供

証人として，暫く外部と連絡できないように，拘置所に

置かれたのである．このあたり，ティルトマンも簡単に

次のように言う．即ちWhen　the　war　ended，Emoto－

along　with　all　other　officers　who　had　charge　of

POW　camps－was　arrested　by　the　Americans

and　lodged　in　Tokyo’s　Sugamo　Prison　for　in－

veStlgat10n．

　しかし同じティルトマンに続けて証言してもらうと次

のようになる．即ち（日本週報に載った日本語訳による），

「…江本はこれまで数回，横浜の俘虜虐待裁判に，証言

するため検察，弁護の双方から呼び出されている．」

　西村稠によれば，　「彼は戦犯容疑で起訴されたが，横

（13）
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浜にできた軍事法廷に，弁護士も連れず単身出かけて行っ

て，起訴の各条項について，一々明白に答弁をしたため

に，無罪放免になって即日帰されたという．」となる．

筆者の如きもこれに基いて§1に書いたのだが，如何に

も機関銃英語の出番は劇的であるが，実際には裁判記録

も見てはっきりとさせなくてはなるまい．要は収容所の

設備や運営について証言し，日本人関係者の虐待容疑が

あれば証言しなどしたのであろう．

　戦争裁判の結果処刑されて命を失った日本人は1，068

名に及ぶそうであるが，なかには前出の平手中尉の如き

無実の例もある．それこそ異文化理解の未熟もあり，戦

闘中かそれとも戦闘後の出来事か判然とせぬまま推移し

た例もあろう．証人が真実を語らなかった例もあろう．

責任上罪を一身にかぶった潔い「武人」もあったろう．

敗戦，国が主権を失うことのおそろしさ，「私は貝にな

りたい」の頃の話である．こうして勝者によって敗者は

裁れた．これに深入りするのは本稿の目的ではないこと

無論であるが，何分不明の点が多過ぎる．

15釈放一第一復員局通訳官兼翻訳官

　巣鴨の生活は7ケ月続いて昭21年6月出所，すぐ，第

一復員局の通訳翻訳官に任用されている．第一復員局と

は旧陸軍のことである．田久保は，23年に軍隊から鯖っ

てすぐ江本を訪ねた．「復員と同時に江本先生をたずね

た．戦後，軍人に対する風当りはっめたく，戦前あれほ

ど英語教育界に貢献された江本先生の生活もひどかっノご

先生は復員者の家族寮におられたが，それでも一室を白

布で仕切って応接室を作り，昔の生徒をむかえてくれた」

江本の履歴書にいう「但シ嘱託トシテノ勤務二他ナラズ」

ではあるが，一先ず職と住居を得た．ここで履歴書の記

事は終り，あとは「各方面ヨリノ讃辞二関シ忌檸ナキ報

告」となる．

16　英語教室。個人教授

　江本は，教え子の厚意で市ケ谷にある成城高校の教室

をかりて英語教室を開いた．田久保も参加した．筆者は，

っい先頃まで，年に2回成城高校に出張して，英語検定

の面接委員を勤めた．勿論今は新しい校舎が建っている．

田久保のアルバムの中の写真にあるのは木造の旧校舎で

ある．しかし，ここで江本が教えたと思うと，また江本

が近づいたような気がする．さきに品川駅頭に立っ軍人

江本を想像したが，今度はまちの英語教師江本が毎晩通っ

て来る熱心な生徒を相手に，一分の隙もなく厳格に教え

る姿を想像する．

　江本進も田久保もこの教室の生徒になった．江本先生

は，出席をとりながら「次はムラクモ君．ッキニムラク

モハナニカゼ．英語で言ってご覧」とやっていた．生徒

がためらっていると先生が模範を示した．諺などが得意

の江本は「『二階から目薬』か．それはfanning　the

sunだ　That’s　just　fanning　the　sun　with　a　pea－

cock’s　feather」江本の諺は，時に斎藤秀三郎あり時

にシェークスピアありで，生徒を喜ばせた．厳格な江本

は一面ユーモア感覚にあふれていた．

　ある晩のこと，突然アメリカ兵2名が教室へはいって

来た．江本は授業を中止した．　「何の用か」「この教室

では占領軍の政策を批判しているという住民からの訴え

があったのだ」生徒たちは固唾をのんだ．連合軍はこの

国の主人であった．元陸軍中佐にして函館俘虜収容所長

軍事法廷の証人の経験もある江本に，若いGIは歯が立

たなかった．日本の政治，日本の社会，日本の家族，そ

れに日本の天皇も…．アメリカと日本はかく違う．われ

われが仲よくして行くためには相互理解が必要だ．相互

理解，そうだ，相互理解があったら，不幸な戦争は起ら

なかったろう．そのために努力しよう．わたしも微力を

尽している．君たち，わかったかね．わかったらボスの

ところへ帰り給え．さよなら．」江本進によると，

bossのところへと言わずGo　back　to　your　father！

と言ったという．これがイギリス式なのかも知れぬ．英

語教室は数々あったろうが，成城高校教室の教師は並み

の教師ではなかった．江本のバックボーンとそれを伝え

るマシンガン英語，これも爽快な話ではないか

　ある銀行の女子職員数名が語らって英語勉強会を作り，

江本を講師に招いた．江本は快諾した．勉強会は勿論，

行きも蹄りも電車の中もすべて英語であった．その中身

は，主としてこのいわゆる新生日本における家庭の，家

庭婦人の役割といったものであった．なかの一人は，何

十年もたった今も，その教訓を噛みしめている．この話

は柏葉による．

　毎年1月から3月までは，東京高師の教育実習期間で

あった．昭和22年，筆者は実習生であった．担当の付属

中学校の生徒のひとりが，　「夜学で英語を勉強していま

す，先生は江本先生です．先生はあまりalwaysと言わ

ずにall　the　timeとおっしゃいますが，アメリカ式で

しょうか」と言った．薮君といって秀才だった．

（14）



語学将校　陸軍中佐　江本茂夫一軍人として教師として一

　この教室で学んだ人々は，　「江本会」を結成した．既

に中外商業の卒業生も江本会を作っていたという．

17逝去

　筆者は，江本が横専教授の頃一度すれ違っている．高

師英語会代表といった恰好でY専（市立横浜商業専門学

校）へ出掛けたことがある．Y専英語会の諸氏の間には

さまって着席していた覚えがあるがどういう会合であっ

たかよく覚えていない．ただ覚えているのは，期待して

いた江本教授が現れなくて，マシンガン演説が聴けなかっ

たことである．代って現れた先生の英語は極くスローで

あった．

　そこで，筆者の一面識（§1）は昭和38年の，寺西先

生全快祝兼出版祝の日まで20年も日延べされることにな

る．寺西はその日の挨拶において，「これで精神的病気

は癒りましたが，肉体的病気はまだ癒りません．これは

もう癒らないと思います」と述べて，折角の祝賀会を少々

暗くした．筆者は，前述の寺西の「必勝の信念」を思っ

た．寺西は敬度な旧教の信者であった．何年かのちに小

金井の病院で生涯を閉じるが，その直前に岡寿吉（故人）

が会っている．江本も大病を経験するが立直る．

　江本は昭和41年1月29日朝，惜しまれっっ波瀾に満ち

た77歳の生涯を閉じた．田久保は，江本の三十五日忌に

あたって議を起し，同窓同級の友人に呼びかけた．四十

九日は彼岸の入りであった．多聞院達意日茂居士の霊前

には多額の香料が捧げられた．

後　　記

　江本茂夫の生涯を手短かに辿るっもりが，方々で脱線

して終った．§1の中身のうち訂正すべき点もかなり残っ

た．書き加えたいと思うこともあったが果さなかった．

いわゆる教職追放解除ということも，当時としては面倒

なことで，ここでも教え子たちの尽力があった．江本自

身の嘆願書はおもしろい．軍事裁判のこと，特に教職追

放とその解除については，明星大学の山本礼子氏にご教

示を仰こうと勝手に決めたものの，お願いするまでに至

らなかった．裁判については全く不十分であり，教職追

放には触れる余裕がなかった．その代りというのもおか

しいが「江本英語」という一章を設けて，江本が編纂し

た教科書の英語，特に，テープから音声面を考察してみ

たかった（いらざることだ，ペーパー音声学者のするこ

とだと一部の方に叱られようが）．

　大阪万博のギリシャ館代表が戦争裁判のときの検事で，

エモトを訪ねた話もいい話であるが詳しく触れる暇がな

かった．与えられた紙幅はとうにオーバーしている．そ

こで注も29までで打切らせていただく．

次に§1についてなお言い残した点をあげておく．

1　「英仏にドイッ語が加わっていた」は，あまりに漠

　としているが，江本は士官学校で英語とドイッ語を学

んでいる．　「江本教官は英仏語はできるがドイッ語が

できないようだ」という者のあるのをきいて奮起した，

　というのは江本進の証言である．

2　米軍の憲兵司令官はフェリン（Ferrin）准将であ

　る．

3　牟田口が江本に遺書を渡したというのも，江本進か

　ら聞いたことであるが，見当らないようである．牟田

口は「盧構橋事件の原因」を書いて江本に渡した．そ

の江本訳が原文と共に残されているのはおもしろい．

占領軍の命令によるものか．これは永山によって齎ら

　された．

注

1　稲村松雄に従えば，江本は幼年学校から士官学校へ

進んだという．しかし自筆履歴書はそれも語らない．

（吉成正寿は，後年の陸幼とは制度も違うから，有り

得ることであるとする）稲村が「教科書中心昭和英語

教育史」で語るエピソード（出来の伝えるところ）は

楽しいが，割愛する．

2　田久保浩平編「恩師江本茂夫先生」p．20「恩師江本

0
0
4
ご
0

茂夫先生」を以下「恩師」と略称する．

同p．22

同

永山政三郎「続不世出の英語教育者一語学，そして

　武士道一（「借行」昭和62年12月号）」

6　「恩師」　（p．32）

7　江本の自筆履歴書（昭和22年3月付）奇数ページに掲載．

8　筆者の師故藤井一五郎からきいた話．藤井も英語の

　達人であり江本を識る1人であった．

9　「恩師」p．44

10西村稠「英語界の三大不思議附・真のWonder」

　（語学教育研究所編「随筆集『日本人と外国語』」開

　拓社昭和41年）

11　「英語の先生昔と今」p．36

12　「恩師」p．112から引いた．

（15）



河野　　通

13　寺西武夫「英語教師の手記」　（吾妻書房昭和38年）

　p．53に詳しい．要望書は，結城豊太郎中外商業学校理

事（興業銀行総裁）発宇垣一成陸軍大臣宛

14　砲工学校では事情が異る．同校の学生は少，中尉

　（永山・吉成）．

15　The　Bulletin　No．85

16　「恩師」p．50

17同p．51

18永山によれば（筆i者は未見），戦後編纂された東経

　大の歴史においては，配属将校江本中佐を評価してい

　ないというが，見事な価値観の転換である．

19江本の董陶を受けて横専卒，税務官吏として活躍，

　税務大学校教官（法人税担当）等を歴任．　「随想」を

　著し，「江本教授のガイダンス」に最多ページを割く．

　「六っとせ無理な注文コンテスト　江本教授のガイダ

　ンス」に江本の厳格な教授ぶりとそれに辟易しながら

　も江本を慕う学生の気持の一端をうかがわせる他，そ

　の頃の自らのスピーチの例をも載せ，…Iam6uta

　pale　moon　reflecting　the　effulgent　glory　of

　my　brilliant　Prof．　Emoto，…と，正に江本英語の

　光を伝えている．

20　自筆履歴書による．　「確得」はママ．

21　「恩師」P．81

22　「随想」P．64

23　出来成訓「横浜専門学校の英語教育」　（「日本英語

　教育史研究第6号」）P．166以降に詳しく，P．176に

　は稲村松雄から引いている．

24　「英語の先生」P．33

25戦後ルイス・ブッシュの「おかわいそうに」が出て，

　再び人々の話題になった．秋山は府中市に健在と聞く．

26　「オズワルド・ワインド氏の『ニッポン』第4回函

　館俘虜収容所長江本茂夫」　（雑誌「歴史街道」平成2

　年12月号）（柏葉）

27　同

28　「星条旗（スターズ・アンド・ストライプス）紙

　（昭和21年11月3日）の記事を伝える陸軍罫紙に和文

　タイプ印書の書類が世相を語っている．

29Chicago　6111inoisにおいて8　February　1946；主

　題はln　the　matter　of　consideration　and　fair－

　ness　shown　to　American　personnel　by　Lt．

　Colonel　Emoto，　Japanese　Officer　in　charge　of

　Prisoner　of　War　Camps　on　Hokkaido　Island，

Japan最後にPrepared　by　Charles　A．　Lewis

Captain，（）－371313，　Foreign　Branch　，　ID　S＆1

6SCとある．

お礼と参照文献

一部重複を顧みず情報を頂戴したお礼と参照文献をあ

げる．敬称は略させていただく．本文中でっかった略語

の類はここでもっかわせていただく．

江本とよ・江本進　極めて貴重な資料を大量に保存，今

回もその閲覧を許された．

田久保浩平　昭和16年以来江本の指導をうけて英語力の

獲得に精進，昭和47年NEC語学研究所長．　NECを退

いて神奈川大で教えるようになった今も，屡々アメリカ

に出張，日米政財界のトップ級の会議に通訳をっとめる．

「恩師」は江本研究のバイブルであるが，他にも膨大な

資料の閲覧を許された．

柏葉稔　本文中に，あるいは特に注19の中に述べたほか

にも多くの情報を頂戴した．江本の高弟のひとり．

永山政三郎　陸士54期生，元大尉．陸上自衛隊調査学校

で英語教官を勤あるうち，軍人として英語教師として特

に国際感覚にすぐれた軍人としての先輩江本中佐に傾倒

し，　「借行」に「不世出の英語教育者一語学，そして武

士道一」並にその続編を執筆した．

吉成正寿　同じく陸士54期生，元陸軍大尉．開隆堂出版

株式会社元取締役　旧軍の事情に精通，またJacle　and

Bettyの編集を指揮して英語教育に貢献した経歴からも，

江本を語るにふさわしい．戦後英語教育界の生字引のひ

とりでもある．

寺西武夫　　「英語教師の手記」　吾妻書房　昭和38年

高梨健吉　「英語の先生，昔と今一その情熱の先駆者た

ち」　日本図書ライブ　昭和60年

出来成訓　　「横浜専門学校の英語教育」　日本英語教育

史研究第6号　日本英語教育史学会　平成3年

野崎貞子　英文校閲をお願いした．

田久保の「恩師」，語研のthe　Bulletin等々は本文・注

に譲る．　「日本人と外国語」についても本文を参照願い

たい．稲村松雄の著書にっいても同棟

　（補注）§7に「（高等師範の）織田教授」が出るが

「小田教授」の誤記ではあるまいかという．伊村元道に

よれば「小田千秋氏は大正7年高師，昭和7年文理大卒

高師教授，昭和16年死去」．新任早々の小田も教生指導

（16）



語学将校　陸軍中佐　江本茂夫一軍人として教師として一

教官のひとりに加っていたのであろう．

　　テープのこと　江本進並びに高倉忠博（NHK）提供

のテープにより故中佐を偲んでいただきたい．

Summary

　After　his　six　years’service　at　the　lnfantry　70th　Regiment　in　Sasayama，　following　his　graduation　from

the　Military　Academy，　young　Second　Lieutenant　Shigeo　Emoto　received　an　order　to　study　English　at　the

Tokyo　School　ofForeign　Languages．　Completing　his　one－year　study　cum　laudi　in　l919，　Emoto　got　a　new

order．　It　says，‘‘Stay　in　Hongkong　and　make　further　study　in　English．，，

　In　the　same　year，　Emoto，　being　an　able　language　officer　now，　was　dispatched　to　Tien－tsin．　He　con－

tributed　much　to　the　liason　between　the　foreign　settlements　or　gaikoku－sokai　that　existed　in　China　in　those

days．　He　began　French　there　and　came　to　have　a　complete　command　of　the　language　in　a　year！

　Captain　Emoto　was　called　back　to　Japan　in　1924，　and　was　appointed　a　mihtary　trainer　or　haizoku　sh6k6

at　the　Chfigai　Commercial　School　near　Amagasaki．　Emoto，s　hard　training　made　the　ChOgai　boys‘‘best

in　Japan　only　with　the　lapse　of　two　or　three　years”－Emoto，s　voice　on　the　tape　says．　Yes，　the　Chagai

Commercial　came　to　be　widely　known　as　the　model　school　in　military　training．　Emoto－sensei　was　some－

what　different　from　other　haizoku　shδk6s，　however．　He　soon　began　giving　English　lessons　after　the　regu－

lar　lessons　were　over．　The　boys　were　very　much　surprised　to　know　that　their　severe　military　trainer　was

an　excellent　teacher　of　English　as　welL　They　were　also　surprised　at　his　severe　training　in　English　teaching．

It　was　reported　that　many　of　the　Chtigai　graduates　were　grateful　of　Emoto　for　his　English　teaching，　which

was　of　great　help　to　them　after　entering　the　business　world．

After　teaching　two　years　at　the　Mihtary　Acadeniy，　Emoto，　who、was　a　great　success　as　a　military　trainer

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハat　the　Chtigai　Sh6gY6，　received　a　new　order　from　the　War　Office　to　serve　as　one　in　the　Okura　Commercial

College　or　Okura　Kδsh6，　now　the　Tokyo　Keizai　University．　He　was　there　for　two　years，1933－1935，glv－

ing　brilliant　results．

　In　1935，　Emoto　was　promoted　to　a　leutenant　colonel，　and　was　placed　on　the　reserve　list．

　Reserved　Lt．　Colonel　Emoto　was　called　from　the　Yokohama　Semmon　College，　now　Kanagawa　Univer－

sity．　He　was　appointed　the　head　professor　of　the　English　Department．　For　the　following　five　years　and

six　months，　he　devotcd　himself　to　the　teaching　ofEnglish　to　Yokosen　students，　night　and　day，　in　the　exact

sense　ofthe　word．　He　taught　his　regular　classes，　of　course，　and　after　that　he　taught　three　and　a　half　hours

more　every　day　giving　extra　lessons．　During　the　vacations－spring，　summer，　and　autumn－he　taught　ap－

proximately　six　hours　every　day　since　8：00　a．m．　Besides，　he　invited　some　volunteer　students　to　his　home

in　the　evening．　Thus，　Emoto　made　a　great　contribution　to　the　teaching　of　English　at　the　Yoko－

sen，　backed　by　Yoshimori　Yoneda，　founder　and　president　of　the　college．

With　the　outbreak　of　the　war，　Emoto　was　called　to　active　duty．　His　first　post　was　the　commanding

officer　of　the　Shinagawa　Railway　Station，　which　was　an　important　station　where　army　troops　started　for

the　front．　Bmoto’s　duty　was　to　superintend　this　transportation　of　the　soldiers．　He　ordered　the　young　officers

in　his　command　to　teach　English　to　the　soldiers　when　there　was　no　train　at　the　station．　The　commander

himsclf　gave　the　tests．　When　the　results　were　rather　poor，　he　punished　the　officers．　The　young　officers

were　hapPy　to　be　punished，　however，　because　the　pena豆ty　was　to　go　to　the　Nihon　Gekij6theater　and　enjoy

some　foreign　films，　especially　American　films　before　their　import　was　banned．　The　last　film　was，　if　my

memory　is　correct，‘‘Mr．　Smith　Goes　to　Washington．，，　American　people　were　our　enemy．　The　war　be－

came　more　and　more　violent．
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河野 通

Two　years　later，　Emoto　was　assigned　to　the　post　of　commandant　of　the　Hakodate　POW　camp．　He　had

been　worried　about　Japanese　treatment　of　POW，s．　He　was　well　versed　in　international　laws　in　time　of

war，　and　had　a　good　command　of　English，　French，　and　German．

　It　is　only　natural　that　the　authorities　ordered　him　to　go　to　Hakodate．

　It　is　no　exaggeration　to　say　that　in　those　days　there　was　a　tendency　among　the　Japanese　war－time　leaders

to　encourage　the　unkind　treatment　of　POW，s　as　a　means　of　provoking　hostility　against　the　enemy　na－

tions．　Emoto，spredecessor　was　rather　cruel　to　the　prisoners．　It　is　no　wonder　that　Emoto，　who　fair　treated

them　according　to　the　war－time　international　law　concerning　POW，s，　was　welcomed　by　them．　Emoto　tried

to【isten　to　them　in　three　languages．　One　of　the　prisoners　described　him　as‘‘just，　impartial，　and　humane．”

Emoto　was　not　welcomed　by　the　army　authorities，　however．　On　the　contrary，there　were　some　people，

even　among　his　subordinates，　who　came　to　suspect　this　commander　to　be　too　kind．‘‘He　might　be　pro－ally．”

Emoto　was　dismissed．　He　was　relegated　to　the　Bibai　coal　mine．　His　military　grade，　his　knowledge　of

foreign　languages，　his　profound　learning　of盈aws＿everything　was　of　no　use　for　his　new　job－‘‘the　su－

perintendent　of　the　coal　mine　workers（r6mu－kantoku）．

On　August　15，1945，　the　war　came　to　an　end．　There　was　a　trouble　brewing　at　the　Hakodate　POW　camp．

No　one　but　Emoto　could　calm　it　down．　The　authorities　gave　an　order　to　Emoto　to　go　back　to　Hakodate．

Emoto　hurried　to　Hakodate．　It　took　him　much　time　because　of　the　hazardous　condition　of　traffic．　A

Young　American　officer　was　waiting　for　him　at　the　gate．　He　had　been　there　for　three　hours！Snow　lay

on　his　overseas　cap．　Emoto　had　a　difficulty　in　finding　a　car．　He　found　one　at　last　and　loaded　it　with

bottles　of　beer．　　　　　　．

　‘‘Bottoms　up！’，　Emoto　did　not　forget　to　drink　to　the　Allies，　victory．　Then　he　made　a　short　speech．　It

was　about　the　cause　of　the　war，　America’s　responsibility，　Japan，s　responsibility，　the　future　of　Japan，　the

future　of　the　world，　etc．　in　his　rapid　English（machine－gun　Enghsh，　people　called　it）but　showing　admira－

ble　presence　all　the　time．　He　asked　POW，s　to　stay　where　they　were　for　some　time．　The　camp　was　quiet

again．　It　was　all　due　to　Emoto！

　The　Occupation　Forces　authorities　summoned　Emoto　to　appear　before　the　court．　He　explained　in　his

machine－gun　English　how　fairly　he　treated　the　POW，s，　that　there　was　no　fault　ln　the　management　of　the

Hakodate　camp，　etc．

The　chief　j　udge　of　the　Yokohama　Military　Court　said　to　the　witness　Emoto，‘‘your　English　is　perfect．

But　please　speak　a　little　more　slowly　so　that　the　interpreter　could　understand　you．，，

　Emoto　was　not　guilty　at　alL

　Emoto　opened　an　English　class　near　Shinjuku．　It　was　a　small　night　class．　His　son　Susumu　and　his　pupil

Takubo　were　among　the　students．　One　night，　two　American　GI’s　came　into　the　class．‘‘What　is　it　that

you　want，　gentlemen？，，　The　soldiers　told　Emoto　that　the　Headquarters　had　got　a　letter　telling　that　the

teacher　of　this　class　was　critical　of　SCAP’s　occupation　policy．　Emoto，s　rapid　machine－gun　English　fired

again．　His　explanation　was　persuasive　enough．‘‘Do　you　understand？Go　back　to　your　boss．　Good　night．，，

　Lt．　Colonel　Shigeo　Emoto　passed　away　on　January　29，1966，　at　the　age　of　77．
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